
福井県における保育人材確保対策

令和８年１月２８日
福井県健康福祉部児童家庭課
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県内保育者の募集人数と採用人数（正規職員）

・退職者数および募集人数に対して採用人数が追い付いていない。その差は年々大きくなっている。
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141園

・足りない状況と回答したのは46.7％（園数で141園）。公立園（48園）も私立園（93園）もほぼ同じ割合で「足りない状況」がある。

各園における保育者の不足状況（令和６年６月調査）
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県内指定保育士養成施設入学者および卒業者の状況

（卒業者）

※令和6年度指定保育養成施設定員
仁愛大学：７０名 仁愛女子短期大学：１００名
福井県医療福祉専門学校50名（令和７年度から募集停止）
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・指定保育士養成施設への入学者は近年減少（R6年度はH30年度の約半数）

・卒業者のうち、保育所・認定こども園・幼稚園への就職率は減少（R5年度の保育所等への就職者数はR元年度から５０人減）
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福井県保育連携協議会 （令和6年８月設置）

福井県における保育人材を安定的に確保し、保育施設等における保育者不足を解消するとともに、乳幼児期の教
育・保育の質の向上を図るために、保育現場、養成校、行政が協議し互いに協力・連携する場として福井県保育連携
協議会を設置する。

【趣旨】

【協議事項】

○ 保育者の処遇改善に関すること
○ 保育の質の向上に関すること
○ 保育現場における保育者の育成に関すること
○ 乳幼児期の教育・保育の魅力発信に関すること
○ 保育者の養成および就業支援に関すること
○ 乳幼児期の教育・保育にかかる研究に関すること
○ その他、乳幼児期の教育・保育にかかる諸課題に関すること

福井県

保育連携

協議会

養成校

幼稚園・
こども園
等団体

保育人
材セン
ター

幼児教
育支援
センター

全市町

福井県

【構成団体】

仁愛大学、仁愛女子短期大学、福井大学、福井医療福祉専門学校、

大原スポーツ医療保育福祉専門学校、

福井県私立幼稚園・認定こども園協会、福井県民間保育連盟、

福井県保育人材センター、福井県幼児教育支援センター

県内１７市町、福井県（事務局） ４



保育者不足を解消

保育現場の労働環
境が良くなる

より良い保育によ
り保育現場が魅力

的になる

保育者がモチベー
ションアップ

保育の仕事への印
象が良くなる

保育者になりたい
若者が増加

保育者の
処遇改善

保育者養成

保育の魅力
発信

保育の質向上

福井県保育連携協議会における主な協議事項と課題解決へのアプローチ
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福井県保育連携協議会におけるこれまでの協議内容

令和６年度
第１回（８/６） 第２回（８/30) 第３回(11/8) 第４回（3/12)

令和７年度
第１回（８/29）

・人材確保・育成に向け
た課題・必要な取り組み

・今後の進め方

・魅力発信、保育体験の機
会の確保

・保育者の業務負担軽減

・若手職員の離職防止

・処遇改善のための各園
の運営改善（加算、補助金
利用）の取組み

・仁愛学園における新プロ
ジェクト（特別奨学金制度）

・保育人材センター事業報
告

・魅力発信事業
◇あるある動画
◇現役保育者からの仕事
のやりがい等の意見募集

・県および市町の７年度保
育人材確保予算要求状況

・令和７年度県および市町
の保育人材確保予算

・R7年度魅力発信事業

・R7年度新規保育者の採
用状況（公立園）

・R６年度末養成校における
卒業者の就職状況
・養成校が学生の就職活動
支援を行う中で感じた課題

・養成校から採用側（市町・
民間園）への要望

・新規採用において民間園
が感じた課題

・人口減少社会における保育
提供のあり方に係る悉皆調
査結果報告※

・R7年度市町の予算措置状
況

・R８年度市町の予算要求予
定

・養成校（仁愛学園）の取組み

・保育人材センター事業報告

・魅力発信事業の状況

設立会議 現状・課題・提案・要望に
関する事前アンケートの回
答を当日を共有

※仁愛学園と県の共同調査
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福井県保育人材センター（保育士・保育所支援センター）
開 設 日 令和元年１０月４日 委託先 福井県社会福祉協議会
開所時間 毎週月～金（祝日・年末年始除く） ９時～１７時 （第２・４木曜日は２０時まで）
就労支援コーディネーター ３人配置（元園長）

【概要】

②保育者・保育施設からの相談支援
・現役保育者の就業継続支援に向けた、電話・来所等による相談対応
・マッチングにより就職した保育者に対する園訪問等によるアフターフォロー
・園訪問によるコーディネーターから園長等への助言（雇用管理、求人方法等）

保育人材センターによる就職（マッチング）数など
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【事業内容】

①福祉人材無料職業紹介

求人・求職取扱件数

R6年度：求人数（延数）653人 求職数147人 就職者数42人

③福祉・保育就職フェア
・保育分野への就職希望者と施設採用担当者との面談・説明会

⑤潜在保育者等の集いの場
・潜在保育者等を対象に気軽に集える場を確保し、保育現場の状況等について情報提供

④学校訪問説明会
・高校の進路指導担当者や生徒対象の説明会
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指定保育士養成施設志願者応援事業（福井県から養成校への補助 R7年度～）

①保育者を目指す学生応援！ＰＲＯＪＥＣＴ
特別奨学生制度
成績上位者1割：授業料全額免除

上位者2割：授業料半額免除
家賃補助
自宅外生全員：住居手当 4万円／月

１ 保育者養成

②中高生が保育に触れるイベント開催（養成校と保育施設の連携）
保育体験ツアー（8/7：第二早翠幼稚園 12/26： 愛星認定こども園）

定員を超え
る申し込み

早々に満員
御礼

特別奨学生の声
特別奨学生に採用されるよう、一生懸命勉強しました。
第１期生として今後もより勉学に励みます。

８
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③高校生の幼稚園教諭体験
仁愛女子短期大学附属幼稚園

１ 保育者養成
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園児と中高生のふれあい体験支援（県・市町から保育施設への補助）（R7～）

各園の行事に地域の中高生を招待する際の費用（広報費、軽食費、交通費、ボランティア保険代等）を補助
（5万円：県・市町1/2)

市主催の高校生一日保育体験の事前説明会へ養成校から講師派遣
（市町と養成校との連携）

高校家庭科教員研修会へ養成校から講師派遣（高校と養成校との連携）

県内全域で園児と
中高生ふれあい
体験実施

こども園等での体験前に、こどもとのかかわり方等について養成校教員から高校生へ事前説明

１ 保育者養成

連携協議会の意見

将来保育者を目指
すきっかけには、
小さい頃に子ども
とふれあう原体験
も必要

保育に関する専門的・最新の理論や実践事例を高校の家庭科授業や指導に活用
10



公式ポータルサイト 「ふく保育」 開設

２ 魅力発信

保育の魅力 あるある動画

保育者の仕事のやりがい・保護者からの感謝の声

保育者の賃金改善状況

リーフレットを県内全中高生に配布

Instagramなど SNSでも発信

ポータルサイト 「ふく保育」の開設案内

県内指定保育士養成施設への進学のメリット
（授業料減免特別奨学金制度・住居手当等）

保育者を目指す方・現役保育者への支援内容

保育者の負担軽減に取り組む園の紹介

11



３ 県独自の処遇改善・職場環境改善

子育て世帯支援手当（R5～）県1/2 ・市町1/2

小学校3年生までの子を持つ保育者を、その他の保育者がフォローする体制（応援職員への手当等）を整備する
私立園に奨励金を給付

保育者の声

こどもの急
な発熱の際
に休みやすく
なった

保育者のメンタルケア支援（R5～）県10/10

弁護士による相談支援（R5～）県10/10

保育所等が精神科医師や臨床心理士を招聘し、個々の保育士等の相談対応や勤務環境づくりの助言をもらう
取り組みに対する支援

トラブルの未然防止や早期解決を促進し、保育現場の質の向上と負担軽減を図るため、法的な問題について
保育所等が相談できる体制を整備（県が福井弁護士会と協定締結）

住宅手当（R5～）県1/2 ・市町1/2

採用から７年目までの私立園の保育者を対象に、住宅を借り上げている場合、住宅手当を支給

ICT運用経費支援（R7～）県1/2 ・市町1/2

保育者の業務負担軽減にのために、ICTを導入している私立園のランニングコストに対する支援

学生の声
書類作成業務が負担

連携協議会での意見
ICT導入に係るランニ
ングコストが負担

学生の声

給与が低く
ないか不安

学生の声

保護者対応
が不安

学生の声

園での人間
関係が不安

12



福井県の幼児教育
●公私園種を越えた「学びに向かう力」の育成を核とした幼児教育の質向上

●市町幼児教育アドバイザーを中心とした市町主体の幼児教育の推進

●全小学校区における幼児教育から小学校教育への接続の推進

４ 保育の質向上
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・カリキュラムを３，４歳児まで拡大

・全国で４番目に設置（幼児教育アドバイザー、家庭教育アドバイザー配置）

・幼児期のカリキュラムを都道府県レベルで作成
・遊び（環境：子ども自らが関わり豊かな対話を生み出す環境を構成）を通して、
小学校以降の教育においても重要な「学びに向かう力」の育成を明示

福井県の幼児教育 ～県独自の幼児期カリキュラムの策定～

H24.11 幼児教育支援センターを設置 福井型１８年教育を推進

H27.3 福井県保幼小接続カリキュラムを策定（５歳児、小学１年）
「学びをつなぐ希望のバトンカリキュラム～学びに向かう力をはぐくむ～」

H31.3 福井県保幼小接続カリキュラムを改訂（３～５歳児、小学１年）
「学びをつなぐ希望のバトンカリキュラム ～学びに向かう力を発揮する～」

・カリキュラムを０，１，２歳児まで拡大

・ 「0歳から18歳 自己発揮し遊び・学び続ける探究者」の育成を目指す

R7.3 福井県保幼小接続カリキュラムを改訂（０～５歳児、小学１年）
「学びをつなぐ希望のバトンカリキュラム 『ふくい１８年教育』」

14



●現場の保育者に向けて
・市町幼児教育アドバイザー、園内リーダー養成研修を実施

市町幼児教育アドバイザー認定者２５３名（市町の幼児教育の質向上を図るため研修、園への訪問指導を実施）

園内リーダー認定者９５４名（保育の専門性を高めるための園内研修や公開保育を実施）

＜市町幼児教育アドバイザー認定者数(R6年度末)＞ ＜園内リーダー園種別認定割合(R6年度末)＞

・福井大学連合教職大学院、市町（教育・保育担当課）、幼児教育研究会、私立幼稚園・認定こども園協会、
民間保育連盟、保育士会と連携し、幼稚園・保育所・認定こども園、公立・私立の区別なくオール福井で取り組む
・研修の集大成である幼児教育フォーラムには、毎年全国の幼児教育関係者が参加（例年約５００名参加）

福井県の幼児教育 ～県カリキュラム実践のための研修体制の構築～

H27.4 幼児教育研修体制の構築

39

23

12 9

19
23

14

28 30

15

1 3 3
10 11

2

11

0

10

20

30

40

50

○園内リーダー養成研修

No 講座名 講師 内容

1 保育の質を高める園内リーダーの役割 岸野　麻衣教授（福井大学）他 市町アドバイザー研修と合同開催

2 事例検討会 岸野　麻衣教授（福井大学）他 市町アドバイザー研修と合同開催

3 事例検討会 岸野　麻衣教授（福井大学）他 市町アドバイザー研修と合同開催

4 事例検討会 岸野　麻衣教授（福井大学）他 市町アドバイザー研修と合同開催

5 事例検討会 市町幼児教育アドバイザー 市町ごとの公開保育や研究会

6 合同発表会 無藤　隆教授（白梅学園大学）他 合同発表会

○市町幼児教育アドバイザー養成研修

No 講座名 講師 内容

1 保育の質を高める市町アドバイザーの役割 岸野　麻衣教授（福井大学）他 全体オリエンテーション、カリキュラムの考え方

2 実践研究（園内リーダー支援） 岸野　麻衣教授（福井大学）他 園内リーダー事例検討会での助言、意見交換

3 実践研究（園内リーダー支援） 岸野　麻衣教授（福井大学）他 園内リーダー事例検討会での助言、意見交換

4 実践研究（園内リーダー支援） 岸野　麻衣教授（福井大学）他 園内リーダー事例検討会での助言、意見交換

5 実践研究（園内リーダー支援） センター職員 市町ごとの公開保育や研究会

6 幼児期に育成すべき資質・能力 無藤　隆教授（白梅学園大学） 福井大学附属幼稚園公開保育

7 幼児教育の質向上と幼小接続（合同発表会） 無藤　隆教授（白梅学園大学）他 合同発表会

実践 担当園訪問 市町幼児教育アドバイザー認定者 園内リーダー実践、意見交換

15



●小学校の教員に向けて

・大学講師等による接続講座（4回）を実施

相互理解を深めるため、保育者と小学校教諭のグループ協議を併せて実施

・全小学校区で小学校教諭による園訪問を実施。資質・能力の視点で遊びの中の学びを見取る

・小学校1年生担任を対象としたスタートカリキュラム研修を実施

●養成校の学生に向けて

・県内養成校の学生に対し、幼児教育支援センター職員が、県カリキュラムに基づく講義を実施

・学生は、幼児教育フォーラムに参加し、園や小学校の先生方とディスカッションを実施

福井県の幼児教育 ～県カリキュラム実践のための研修体制の構築～

H27.4 幼児教育研修体制の構築

○接続講座

No 講座名 講師 内容（県全体の理解推進）

1
接続講座
「福井のスタートカリキュラム」

福井大学附属幼稚園、清水北小学校
幼児期の教育をふまえた学校づくりとスタートカ
リキュラム

2
接続講座
「幼児期の学びの芽を生かす　生活科の授業」

大山　夏生先生（愛知教育大学　非常勤講
師）

３つの資質・能力を育む授業デザイン

3
接続講座
「幼児教育と小学校教育の専門性の交わるところ」

古賀　松香先生（京都教育大学　教授） これからの保育・教育でめざす学び

4
接続講座
「福井県接続カリキュラムふくい18年教育の
　　　　　　　　　　　　　　　　実践化に挑む」

無藤　隆先生（白梅学園大学　名誉教授） 幼小の学びと育ちをつなげる実践研究
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○接続講座

No 講座名 講師 内容（県全体の理解推進）

1
接続講座
「福井のスタートカリキュラム」

福井大学附属幼稚園、清水北小学校
幼児期の教育をふまえた学校づくりとスタートカ
リキュラム

2
接続講座
「幼児期の学びの芽を生かす　生活科の授業」

大山　夏生先生（愛知教育大学　非常勤講
師）

３つの資質・能力を育む授業デザイン

3
接続講座
「幼児教育と小学校教育の専門性の交わるところ」

古賀　松香先生（京都教育大学　教授） これからの保育・教育でめざす学び

4
接続講座
「福井県接続カリキュラムふくい18年教育の
　　　　　　　　　　　　　　　　実践化に挑む」

無藤　隆先生（白梅学園大学　名誉教授） 幼小の学びと育ちをつなげる実践研究

○園内リーダー養成研修

No 講座名 講師 内容

1 保育の質を高める園内リーダーの役割 岸野　麻衣教授（福井大学）他 市町アドバイザー研修と合同開催

2 事例検討会 岸野　麻衣教授（福井大学）他 市町アドバイザー研修と合同開催

3 事例検討会 岸野　麻衣教授（福井大学）他 市町アドバイザー研修と合同開催

4 事例検討会 岸野　麻衣教授（福井大学）他 市町アドバイザー研修と合同開催

5 事例検討会 市町幼児教育アドバイザー 市町ごとの公開保育や研究会

6 合同発表会 無藤　隆教授（白梅学園大学）他 合同発表会

○市町幼児教育アドバイザー養成研修

No 講座名 講師 内容

1 保育の質を高める市町アドバイザーの役割 岸野　麻衣教授（福井大学）他 全体オリエンテーション、カリキュラムの考え方

2 実践研究（園内リーダー支援） 岸野　麻衣教授（福井大学）他 園内リーダー事例検討会での助言、意見交換

3 実践研究（園内リーダー支援） 岸野　麻衣教授（福井大学）他 園内リーダー事例検討会での助言、意見交換

4 実践研究（園内リーダー支援） 岸野　麻衣教授（福井大学）他 園内リーダー事例検討会での助言、意見交換

5 実践研究（園内リーダー支援） センター職員 市町ごとの公開保育や研究会

6 幼児期に育成すべき資質・能力 無藤　隆教授（白梅学園大学） 福井大学附属幼稚園公開保育

7 幼児教育の質向上と幼小接続（合同発表会） 無藤　隆教授（白梅学園大学）他 合同発表会

実践 担当園訪問 市町幼児教育アドバイザー認定者 園内リーダー実践、意見交換

○園内リーダーフォローアップ研修

No 講座名 講師 内容

2 園訪問 センター職員 園内研修の実践

※市町ごとに設定

訪問

日時

令和7年4月1日（火）～３０日（水）
※動画配信

令和７年４月2４日（木）13:30～16:30

令和７年8月８日（金）13:30～16:30

令和７年11月20日（木）1３:00～16:３0

日時

令和7年5月14日（水）14:30～17:00

令和７年6月25日（水）14:00～16:00

令和７年8月20日（水）14:00～16:00

令和７年10月１日（水）14:00～16:00

令和７年11月20日（木）10:30～17:00

日時

令和7年5月14日（水）1３:00～17:00

令和７年6月25日（水）1３:00～1７:00

令和７年8月20日（水）1３:00～17:00

令和７年10月１日（水）1３:00～17:00

※市町ごとに設定

令和７年11月１日（土）9:00～17:00

令和７年11月20日（木）10:30～17:00

日時

1 フォローアップ研修の進め方、自園の課題について センター職員 令和７年5月22日（木）14:00～1７:00 幼児教育の質向上を図る園内研修の計画

令和7年7月～

3 園内研修報告会 センター職員 令和８年2月19日（木）14:00～17:00 園内研修報告会 17
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